
宅配漏れ お問い合わせは へ。次号の宅配は 月 日 日 です宅配漏れ お問い合わせは へ。次号の宅配は 月 日 日 です

自
転
車
マ
ナ
ー
守
り
安
全
利
用
を

自
転
車
マ
ナ
ー
守
り
安
全
利
用
を

自
転
車
マ
ナ
ー
守
り
安
全
利
用
を

自
転
車
マ
ナ
ー
守
り
安
全
利
用
を

月
は
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間
で
す
。
自
転
車
は
便
利
で
、
健
康
に
も
環
境

に
も
良
い
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、
信
号
無
視
や
携
帯
電
話
の
使
用
、
無
灯
火
な
ど
、
マ

ナ
ー
を
守
ら
ず
危
険
な
運
転
を
し
て
い
る
と
、大
き
な
事
故
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

６
月
に
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
が

月
に
施
行
さ
れ
、
自
転
車
で
右
側
の
路
側
帯
を

走
る
こ
と
が
禁
止
に
な
る
な
ど
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
（
下
欄
）
。
こ
の
機
会
に
自
転
車

の
マ
ナ
ー
や
安
全
利
用
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

月

日

ま
で
に
適
用
さ

れ
る
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
自
転
車
に
関
し
て
次

の
２
点
が
変
わ
り
ま
す
。

【
自
転
車
が
道
路
右
側
の
路
側

帯
を
通
行
す
る
こ
と
を
禁
止
】

改
正
後
は
道
路
の
右
側
の
路

側
帯
（
歩
道
の
な
い
道
路
の
端

を
線
で
車
道
と
分
離
し
た
帯
状

の
道
）
を
通
行
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
、
左
側
の
路
側
帯
し
か

通
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
な

お
、
自
転
車
が
通
行
で
き
る
路

側
帯
は
白
の
実
線
１
本
で
示
さ

れ
た
も
の
（
下
イ
ラ
ス
ト

）

と
、
白
の
実
線
と
破
線
で
示
さ

れ
た
路
側
帯
で
す
（
下
イ
ラ
ス

ト

）
。
違
反
す
る
と
３
カ
月

以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
警
察
官
の
運
転
中
止
命
令
、

ブ
レ
ー
キ
不
良
自
転
車
へ
の
指

導
を
強
化
】

警
察
官
は
ブ
レ
ー
キ
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
自
転
車
を
停
止

さ
せ
、
検
査
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
整
備
不
良
と
認
め
ら
れ

た
場
合
、
応
急
措
置
や
運
転
の

中
止
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
、

命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
り
、
検

査
を
拒
否
し
た
り
妨
害
す
る
と

５
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

右側路側帯は走行禁止右側路側帯は走行禁止

自
転
車
は
、
軽
車
両
に
分
類

さ
れ
る
車
の
仲
間
で
す
。
車
道

を
走
行
す
る
の
が
原
則
で
す

が
、
次
の
場
合
は
歩
道
を
通
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
道
路
標
識
な
ど
で
自
転
車
通

行
可
と
指
定
さ
れ
た
場
合

●
運
転
者
が

歳
未
満
の
子
ど

も
、

歳
以
上
の
高
齢
者
、
体

の
不
自
由
な
人

●
車
道
や
交
通
状
況
か
ら
や
む

を
得
な
い
場
合

ま
た
、
高
槻
セ
ン
タ
ー
街
や

芥
川
商
店
街
な
ど
は
歩
行
者
専

用
道
路
で
す
。
歩
行
者
が
大
勢

い
る
中
を
自
転
車
に
乗
っ
た
ま

ま
通
行
す
る
こ
と
は
大
変
危
険

で
す
。
商
店
街
を
通
行
す
る
と

き
は
、
自
転
車
を
押
し
て
通
行

し
ま
し
ょ
う
。

放
置
は
事
故
の
原
因
に
も

市
は
、
駅
前
の
自
転
車
放
置

禁
止
区
域
内
で
放
置
自
転
車
に

に
対
す
る
指
導
・
撤
去
を
し
て

い
ま
す
。
放
置
自
転
車
は
歩
行

者
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
事
故

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
少
し

の
時
間
で
も
最
寄
り
の
自
転
車

駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先

高
槻
警
察
署
（

・
１
２
３
４
）
、
管
理
課
（

・
７
５
９
２
）

万が一に備え万が一に備え

自転車保険加入を自転車保険加入を
自転車が歩行者と接
触事故を起こし、高額
な賠償金を請求される
ケースがあります。自
転車には車のように加
入が義務づけられてい
る保険制度がありませ
ん。そのため、万が一
の場合に備え、自転車
の保険に加入しましょ
う。詳しくは保険代理
店や自転車点検整備店
にお問い合わせくださ
い。

あしらったラッピングバスを制作しました。
同バスは 月 日 から 月 日 までは今城塚古代歴
史館で開催される特別展 発掘された日本列島 に合
わせ 高槻駅北 今城塚古墳前 の直行路線で運行し
ます（１時間１本程度）。この機会に家族や友達とバスに乗
って同館へ出掛けてみませんか。
問合先 交通部企画運輸課（ ・ ）

はにたんラッピングバス運行はにたんラッピングバス運行市
制
施
行

周
年
記
念
事
業

市
制
施
行

周
年
記
念
事
業

市
全
域
大
防
災
訓
練

市
全
域
大
防
災
訓
練

来
年
１
月

日

に
再
実
施

来
年
１
月

日

に
再
実
施

詳
し
い
訓
練
内
容
は
追
っ
て
本
紙
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

詳
し
い
訓
練
内
容
は
追
っ
て
本
紙
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先

危
機
管
理
室
（

・
７
３
１
４
）

問
合
先

危
機
管
理
室
（

・
７
３
１
４
）

高槻市コールセンター高槻市コールセンター

市の手続きや制度、催しなどは市の手続きや制度、催しなどは

午前８時 午後９時午前８時 午後９時
（年中無休）（年中無休）

おかけ間違いにご注意くださいおかけ間違いにご注意ください

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

２・３面 菊花展、福祉展、
日頃から住宅用火災警
報器の手入れを、市職
員を募集、歴史シンポ
ジウム開催など

４・５面 お知らせ、傍聴
できます、催し、ノロ
ウイルスに注意など

６・７面 公民館、子育て
支援、高槻まちセリ、
スポーツ、ほけんなど

８ 面 フォトニュース、
市広報番組案内など

文化の日記念式典を開文化の日記念式典を開
催（２面）催（２面）

問合先

高
槻
警
察
署

・
１
２
３
４

問合先

／ ／ 高槻駅北 今城塚古墳前／ ／ 高槻駅北 今城塚古墳前

市市広広報報番番組組案案内内

情情報報
ワワイイドドたたかかつつきき

○○ 月月 日日 日日 放放送送

○○ 月月 日日 日日 放放送送

高高槻槻アアーートト博博覧覧会会

参参加加者者をを募募集集

藤藤井井竹竹外外奉奉賛賛 全全国国吟吟詠詠大大会会

展展示示ススケケジジュューールル

桃桃園園ギギャャララリリーー

展展示示館館けけややきき

交交流流ギギャャララリリーーははななみみずずきき

市マスコットキ
ャラクター・はに
たんのイラストを

直行経路

自転車が通行できる路側帯

実線１本実線１本 実線と破線実線と破線

巨巨大大絵絵画画（（高高槻槻セセンンタターー街街））
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市
と
市
教
育
委
員
会
は

月
３
日
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
市
政
や
文
化
、
教
育
の
発
展
に

大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
人
や
団
体
の
功
績
を
た

た
え
る
文
化
の
日
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し

た
。式

典
で
は
、
濱
田
剛
史
市
長
と
勝
山
葉
子
教

育
委
員
長
が

人
、
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
、

順
不
同
）
。

市
長
部
局
関
係

市
長
部
局
関
係

顕
功
賞

中
浜
実
（
津
之
江
町
一
）

議
員
永
年
自
治
功
労
賞

岡
田
み
ど
り
（
東
和
町
）

橋

本
紀
子
（
奥
天
神
町
二
）

山

口
重
雄
（
大
字
原
）

田
稔

弘
（
城
南
町
四
）

職
員
永
年
自
治
功
労
賞

岸
本
一
男
（
寺
谷
町
）

間
石

成
人
（
芥
川
町
一
）

須
磨
章

（
芥
川
町
三
）

須
賀
嘉
章

（
東
上
牧
三
）

西
田
和
生
（
塚

脇
一
）

百

郁
子
（
藤
の
里

町
）防

災
功
労
賞

冨
森
茂
（
梶
原
一
）

長
束
嘉

三
（
大
塚
町
一
）

大
蔵
司
連

合
自
治
会
自
主
防
災
・
防
犯
委

員
会
（
大
蔵
司
二
）

西
之
川

原
自
主
防
災
会（
西
之
川
原
一
）

西
之
町
自
主
防
災
会
（
富
田

町
六
）

城
内
町
自
主
防
災
会

（
城
内
町
）

唐
崎
自
主
安
全

会
﹇
自
衛
か
ら
さ
き
〕
（
唐
崎

中
四
）

【

年
以
上
在
職
消
防
団
員
】

阪
本
清

（
道
鵜
町
二
）

森

本
茂
（
道
鵜
町
二
）

南
本
清

忠
（
梶
原
五
）

中
川
正
美
（
前

島
一
）

魚
井
啓
瑞
（
山
手
町

二
）

岩

夫
（
成
合
中
の
町
）

小
寺
修
次（
宮
之
川
原
元
町
）

春
名
恒
昭
（
上
土
室
四
）

浅
野
久
司
（
大
字
杉
生
）

【

年
以
上
在
職
消
防
団
員
】

田
中
義
仁
（
清
福
寺
町
）

高

野
真
幸
（
芥
川
町
二
）

入
江

義
邦
（
成
合
東
の
町
）

岩
光

（
成
合
北
の
町
）

寺
田
信
（
塚

原
一
）

岸
田
澄
夫
（
塚
原
一
）

川
上
功
（
西
之
川
原
一
）

深
井
謙
一
（
西
之
川
原
一
）

弓
樹
正
和
（
宮
之
川
原
元
町
）

谷
竹
史（
宮
之
川
原
元
町
）

田
茂
人
（
野
田
二
）

沼

田
博
明
（
野
田
二
）

服
部

一
（
番
田
一
）

仲
谷
浩
一
（
芝

生
町
一
）

中
川
照
久
（
三
島

江
一
）

渡
邊
美
広
（
大
字
出

灰
）

【

年
以
上
在
職
消
防
団
員
】

西
村
幸
子
（
道
鵜
町
三
）

山

口
康
徳
（
川
西
町
一
）

森
本

昌
宏
（
道
鵜
町
二
）

藤
原
晃

治
（
山
手
町
一
）

藤
松
弘
樹

（
安
満
北
の
町
）

神
畑
健
司

（
別
所
本
町
）

井
上
長
博
（
古

曽
部
町
三
）

山
川
秀
一
（
氷

室
町
二
）

西
田
和
秀
（
宮
田

町
二
）

岡
村
光
功
（
土
室
町
）

東
輝
夫
（
赤
大
路
町
）

織

久
寛
（
西
之
川
原
一
）

村

健
一
（
西
之
川
原
二
）

山
中

英
樹
（
西
之
川
原
一
）

松
田

敦
樹
（
西
之
川
原
一
）

氏
原

健
司
（
宮
之
川
原
元
町
）

谷

本
一
司
（
大
字
原
）

温
井
功

一
（
大
字
原
）

岡
田
勝
志
（
塚

脇
一
）

長
谷
川
忠
良
（
須
賀

町
）

宮
本
正
巳
（
野
田
二
）

岸
田
将
治
（
深
沢
本
町
）

奥
野
貢
正
（
大
塚
町
二
）

宮

本
隆
史
（
須
賀
町
）

畑
中
義

之
（
辻
子
一
）

中
村
展
章
（
津

之
江
町
一
）

川
端
正
彦
（
庄

所
町
）

古
川
昇
（
西
面
中
二
）

田
裕
士
（
西
面
中
一
）

星

進
（
唐
崎
中
三
）

浦
川

典
幸
（
唐
崎
中
二
）

西
口
貴

司
（
柱
本
三
）

直
輝
（
柱

本
三
）

佐
藤
崇
（
西
町
）

西
田
一
夫
（
大
字
出
灰
）

技
能
功
労
賞

浜
崎
満
寿
己
（
牧
田
町
）

小

川
利
也
（
大
畑
町
）

副
島
フ

ミ
子
（
春
日
町
）

田
次
郎

（
安
岡
寺
町
一
）

門
脇
貞
夫

（
富
田
町
一
）

須
藤
章
廣

（
富
田
町
三
）

池
田
謙
一

（
上
田
辺
町
）

原
直
樹
（
島

本
町
）

福
祉
衛
生
功
労
賞

大
給
康
司
（
淀
の
原
町
）

寺

田

恵
（
柱
本
新
町
）

持
田

ち
え
子
（
古
曽
部
町
二
）

梅

多
英
元
（
土
室
町
）

大
塚
ユ

リ
子
（
津
之
江
町
一
）

岳
山

慶
生
（
淀
の
原
町
）

沖
本
卓

郎
（
淀
の
原
町
）

田
口

一

（
富
田
町
一
）

長
沼
登
志
子

（
城
南
町
四
）

中
野
久
一
（
山

手
町
一
）

グ
ル
ー
プ
ゆ
う
あ

い
（
城
内
町
）

高
槻
筆
記
通

訳
グ
ル
ー
プ

エ
ー
ル

（
大

和
一
）

飯
田
稔
（
宮
野
町
）

小
宮
山
章
二
（
上
田
辺
町
）

津
久
田
康
成
（
栄
町
三
）

松
尾
浩
（
大
阪
市
）

特
別
功
労
賞

十
河
陽
一
（
高
槻
町
）

府
立

三
島
高
等
学
校
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

部
（
今
城
町
）

高
槻
ジ
ャ
ズ

ス
ト
リ
ー
ト
実
行
委
員
会
（
城

北
町
一
）

高
槻
ま
つ
り
振
興

会
（
野
見
町
）

篤
行
賞

久
保
田
智
之（
兵
庫
県
西
宮
市
）

ア
ッ
プ
リ
カ
・
チ
ル
ド
レ
ン

ズ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社
（
大

阪
市
）
宗
教
法
人
真
如
苑（
阿

武
野
一
）

市
火
災
予
防
協
会

（
桃
園
町
）

不
二
サ
ッ
シ
株

式
会
社
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

教
育
委
員
会
関
係

教
育
委
員
会
関
係

教
育
功
労
賞

石
井
昌
子
（
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

協
会
役
員
）

橋
本
市
造
（
市

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
監

査
役
）

井
上
能
子
（
市
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
連
盟
理
事
）

松
原

精
三
（
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本

部
理
事
）

小
林
均
（
市
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
本
部
野
球
部
会
役

員
）

杉
野
小
夜
子
（
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
理
事
）

中
岡

美
知
子
（
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
理
事
）

八
島
彰
（
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
理
事
）

池
奥

早
智
子
（
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
副
理
事
長
）

仲
廣
好
（
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
理
事
）

妹
尾
章
弘
（
市
テ
ニ
ス
連
盟
監

事
）

野
笹
文
男
（
市
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
常
務
理
事
）

一

丸
る
り
子
（
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
理
事
）
鳥
居
龍
太
郎（
市

合
気
道
連
盟
理
事
）

山
本
義

之
（
市
合
気
道
連
盟
理
事
）

二
宮
一
（
市
弓
道
連
盟
理
事
）

中
嶋
廣
美
（
市
陸
上
競
技
連

盟
理
事
）

西
好
信
（
市
陸
上

競
技
連
盟
理
事
）

西
田
慎
子

（
市
陸
上
競
技
連
盟
理
事
）

安
部
力
（
高
槻
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

会
役
員
）

池
下
享
子
（
高
槻

華
友
会
常
任
幹
事
）

岸
本
栄

子
（
高
槻
茶
道
会
役
員
）

細

谷
利
幸
（
高
槻
盆
栽
連
合
会
役

員
）

潟
田
達
希
子
（
市
コ
ン

サ
ー
ト
協
会
書
記
）

四
方
眞

美
子（
市
バ
レ
エ
協
議
会
書
記
）

有
田
幸
一
郎
（
市
絵
画
同
好

会
幹
事
）

洞
口
典
久
（
市
絵

画
同
好
会
幹
事
）

中
村
信
太

郎
（
高
槻
郷
土
民
謡
連
絡
会
役

員
）

井
内
鈴
子
（
市
吟
剣
詩

舞
道
連
盟
参
与
）
東
菊
江（
市

短
歌
友
の
会
相
談
役
）

澤
村

一
與（
市
俳
句
連
盟
婦
人
部
長
）

戸
高
明
義
（
市
美
術
家
協
会

相
談
役
）

藤
間
蔦
喜
美
（
市

舞
踊
協
会
会
計
）

高

良
也

（
市
謡
曲
連
合
会
会
計
）

藤

本
秀
摂
（
淀
川
三
十
石
船
舟
唄

全
国
大
会
実
行
委
員
会
会
長
）

市
バ
レ
エ
協
議
会

市
少
年

少
女
合
唱
団
運
営
委
員
会

て

ん
と
う
虫
こ
ど
も
会

西
面
こ

ど
も
会

桃
園
校
区
こ
ど
も
会

連
合
会

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
一
般
女
子
２
部
チ
ー
ム

市

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
一
般
男
子

チ
ー
ム

学
校
保
健
功
労
賞

【
学
校
医
な
ど
と
し
て
在
職

年
に
達
し
た
人
】

学
校
歯
科
医

北
村
理
（
日
吉

台
小
学
校
・
日
吉
台
幼
稚
園
）

学
校
薬
剤
師

岡
本
勇
（
冠
中

学
校
・
冠
小
学
校
・
三
箇
牧
小

学
校
）

藤
井
俊
子
（
第
四
中

学
校
・
土
室
小
学
校
・
土
室
幼

稚
園
）

【
学
校
医
な
ど
と
し
て

年
以

上
在
職
し
退
職
し
た
人
】

学
校
医

近
藤
利
之
（
南
平
台

小
学
校
）

西
野
昌
光
（
真
上

小
学
校
）

山
本
哲
也
（
清
水

小
学
校
・
清
水
幼
稚
園
）

学
校
薬
剤
師

吉
田
恒
茂
（
柳

川
中
学
校
・
柳
川
小
学
校
）

児
童
生
徒
功
績
賞

【
対
外
活
動
競
技
に
お
い
て
入

賞
し
た
人
】

細
川

（
五
領
中
学
校
）

篤
行
賞

【
教
育
関
係
施
設
に
寄
付
が
あ

っ
た
団
体
】

株
式
会
社

日
本
歌
劇
団

（
大
阪
市
）

市菊花展 が市役所前で開催され、丹精こめて
育てられた黄、白、赤、紫の色とりどりの大輪の菊
の花が開き、訪れた人の目を楽しませました。
今年は 点が出品され、市長賞に西山和美さん

（南平台一）、市議会議長賞に今井勇さん（宮田町二）、
教育委員会賞に小島敏明さん（野田二）が選ばれまし
た。
入賞作品展示日程 月 日 まで ※無料
会場 市役所１階連絡通路
問合先 環境緑政課（ ・ ）

市
政
や
教
育
の
発
展
に
貢
献

文化の日記念式典文化の日記念式典
総総
合合
スス
ポポ
ーー
ツツ
セセ
ンン
タタ
ーー
・・

古古
曽曽
部部
防防
災災
公公
園園
体体
育育
館館

月月
のの
個個
人人
利利
用用

障障
がが
いい
者者
スス
ポポ
ーー
ツツ
講講
習習
会会

車車
いい
すす
スス
ポポ
ーー
ツツ

市市
民民
ププ
ーー
ルル
休休
館館
日日

メメ
タタ
ボボ
解解
消消

おお
料料
理理
教教
室室

健健
康康
づづ
くく
りり
推推
進進

協協
議議
会会
のの
催催
しし

臨臨
時時
夜夜
間間
・・

即即
日日
検検
査査
をを
実実
施施

啓啓



福福

月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は

障
が
い
者
週
間

で
す
。
市
は
、
こ
れ
に

月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は

障
が
い
者
週
間

で
す
。
市
は
、
こ
れ
に

合
わ
せ
て

月

日

と

月
１
日

に
、
福
祉
展
を
開
催
し
ま
す
。
障
が

合
わ
せ
て

月

日

と

月
１
日

に
、
福
祉
展
を
開
催
し
ま
す
。
障
が

い
児
・
者
団
体
の
活
動
紹
介
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
会
、
講
演
会
を
行
う
ほ

い
児
・
者
団
体
の
活
動
紹
介
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
会
、
講
演
会
を
行
う
ほ

か
、

月

日
に
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
、

か
、

月

日
に
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
、

な
し
に
関
わ
ら
ず
お
互
い
を
尊
重
し
、助
け
合
え
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、

な
し
に
関
わ
ら
ず
お
互
い
を
尊
重
し
、助
け
合
え
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

両
日
の
催
し

日
程

月

日

、

月
１

日

の
午
前

時

午
後
３
時

分

※
当
日
直
接
、
会
場
へ

会
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１

階
展
示
ホ
ー
ル
（
模
擬
店
は
市

役
所
本
館
東
側
）

内
容

ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
作
品

展

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
記
念

品
進
呈
）
障
が
い
児
者
団
体

の
活
動
紹
介

点
字
体
験

手

話
ビ
デ
オ
放
映

模
擬
店
な
ど

い
ず
れ
も
会
場
は
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

（
抽
選
会
は
同
セ
ン
タ
ー
１
階

ロ
ビ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
市
役
所
本
館
東
・
南
側
）
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

福
祉

展
の
市
】
午
前

時

午
後
３

時【映
画
会
逃
げ
遅
れ
る
人
々
】

午
前

時

午
後
０
時

分
。

無
料

【
は
に
た
ん
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当

た
る
抽
選
会
】
正
午
か
ら
。
先

着

人
。
無
料

【
コ
ン
サ
ー
ト
】
午
後
０
時

分

０
時

分
。
出
演
は
命
輝

命輝け高槻第九
コンサートの会

け
高
槻
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
の

会
。
無
料

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
】

午
後
１
時

１
時

分
。
無
料

【
映
画
会
人
生
こ
こ
に
あ
り
】

午
後
１
時

分

３
時

分
。

無
料い

ず
れ
も
無
料
。当
日
直
接
、

会
場
へ
。

【
街
か
ど
安
全
点
検
・
体
験
ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー
】
午
前

時

正
午
。
障
が
い
者
体
験
を
し
な

が
ら
、
市
内

カ
所
を
安
全
点

検
。
午
前
９
時

分
に
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
集
合

【
コ
ン
サ
ー
ト

楽
器
演
奏
】

午
後
０
時

分

１
時
に
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

で
。
出
演
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
か

の
ん
、
フ
ル
ー
ト
ト
リ
オ

【
講
演
会

差
別
は
た
ぶ
ん
な

く
な
ら
な
い
、
で
も
、
高
槻
・

大
阪
の
人
は
や
っ
て
き
た
】
午

後
１
時

分

３
時
に
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室
で
。

講
師
は
立
命
館
大
学
教
授
・
立

岩
真
也
さ
ん

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警

器
）
は
家
で
火
災
が
発
生
し
た

と
き
、
煙
を
早
期
に
感
知
し
て

警
報
音
や
音
声
で
知
ら
せ
、
逃

げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
の
大
切
な

装
置
で
す
。
平
成

年
６
月
か

ら
す
べ
て
の
住
宅
に
住
警
器
の

設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
の
人
は
早
急
に
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
警
器
が
適
切
に
機

能
す
る
た
め
に
は
維
持
管
理
が

重
要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
、

左
記
の
項
目
を
参
考
に
、
日
頃

か
ら
作
動
確
認
と
手
入
れ
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

消
防
本
部
予
防
課

（

・
７
９
８
５
）

維持管理方法
●ホコリが誤作動の原因になる
ので定期的に掃除をする
●電池が切れると作動しなくな
るので、定期的に点検ボタンを
押す
●台所で火災でないのに警報音
が鳴った場合は、湯気や煙など
が原因の可能性があるので、取
り付け位置を変更する
●ピッと短い音が一定間隔鳴る
場合は、電池切れを知らせる音
なので、電池交換するか、新し
いものに交換する
●燻煙（くんえん）式の殺虫剤を
使うときは、誤作動を防ぐため
に、使用前に住警器を取り外す
か、ビニール袋で覆い、使用後
は速やかに元に戻す

維持管理方法
●ホコリが誤作動の原因になる
ので定期的に掃除をする
●電池が切れると作動しなくな
るので、定期的に点検ボタンを
押す
●台所で火災でないのに警報音
が鳴った場合は、湯気や煙など
が原因の可能性があるので、取
り付け位置を変更する
●ピッと短い音が一定間隔鳴る
場合は、電池切れを知らせる音
なので、電池交換するか、新し
いものに交換する
●燻煙（くんえん）式の殺虫剤を
使うときは、誤作動を防ぐため
に、使用前に住警器を取り外す
か、ビニール袋で覆い、使用後
は速やかに元に戻す

来
年
度
新
規
採
用

来
年
度
新
規
採
用

職
員
を
募
集

職
員
を
募
集

市
は
、
平
成

年
度
の
新
規
採
用
職
員
を
下
表
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
ま
た
合
わ
せ
て
、
技
能
職
職
員
（
学
校

校
務
員
）
の
採
用
試
験
も
行
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
各
担

当
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
ま
す
。
意
欲
あ
ふ
れ

る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
地
方
公
務
員
法
第

条
に
定
め
る
欠
格
条
項
に
該
当
す

る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん

応
募
方
法

募
集
要
項
を
確
認
の
上
、期
間
内
に
郵
送
で
、

各
課
へ

市
は
、
市
制
施
行

周
年
・

中
核
市
移
行

周
年
を
記
念
し

て

月

日

、
歴
史
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

中
臣
（
藤
原
）
鎌
足

と
阿
武
山
古
墳

を
高
槻
現
代

劇
場
で
開
催
し
ま
す
。

阿
武
山
古
墳
に
は
大
化
の
改

新
で
活
躍
し
た
中
臣
鎌
足
が
埋

葬
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
同
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
な
ぜ
都
か
ら
遠
く

離
れ
た
地
に
鎌
足
が
葬
ら
れ
た

か
に
つ
い
て
、
考
古
学
や
古
代

史
の
専
門
家
に
よ
る
討
論
会
を

行
い
ま
す
。

日
時

月

日

午
前
９
時

分

午
後
４
時

分

会
場

高
槻
現
代
劇
場

パ
ネ
リ
ス
ト

今
城
塚
古
代
歴

史
館
名
誉
館
長
・
水
野
正
好
さ

ん

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
・
中
尾
芳

治
さ
ん

京
都
橘
大
学
名
誉
教

授
・
猪
熊
兼
勝
さ
ん

府
立
近

つ
飛
鳥
博
物
館
館
長
・
白
石
太

一
郎
さ
ん

京
都
教
育
大
学
名

誉
教
授
・
和
田
萃
さ
ん

朝
日

放
送
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
牟
田

口
章
人
さ
ん
ほ
か

定
員
・
費
用

人
（
多
数
抽

選
）

円

申
込
方
法

月
８
日
（
日
・

必
着
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
、

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
催
し

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
今
城
塚
古
代
歴
史

館
（
〒

・
１
１
３
６
郡
家
新

町

番
８
号

・
０
８
２

０
、

・
０
９
３
０
）
へ

い
ず
れ
も
会
場
は
同
館
（

・
０
８
２
０
）
。

【
ハ
ニ
ワ
づ
く
り
教
室
】

月

日

、

月

日

の
午
前

時

分

正
午
。
講
師
は
市

学
芸
員
。
先
着
各

人
。

円

【
こ
ど
も
古
代
体
験
イ
ベ
ン
ト
】

月
１
日

午
前

時

分

午
後
１
時
。
土
笛
づ
く
り
や
古

今
城
塚
古
代
歴
史
館
の
催
し

今
城
塚
古
代
歴
史
館
の
催
し

代
米
の
炊
飯
。
講
師
は

法
人
市
文
化
財
ス
タ
ッ
フ
の

会
。
対
象
は
小
学
生
以
上
。
先

着

人
。
無
料

月

日

午
前

時

午

後
５
時
に
今
城
塚
古
墳
公
園

で
。
無
料
。
同
実
行
委
員
会
事

務
局
（

・
６
５
５
７
・
３

ア
ー
ト
と
古
代
の
融
合

ア
ー
ト
と
古
代
の
融
合

＊

は
に
コ
ッ
ト

＊

は
に
コ
ッ
ト

１
２
７
）
。
当
日
直
接
、
会
場

へ
。

月

日

午
前

時

正

午
に
富
田
公
民
館
で
。
講
師
は

市
学
芸
員
。
申
込
順

人
。
無

料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
同
館
（

・
１
６
７
１
）
へ
。

月

日

午
前

時

正

午
に
北
清
水
公
民
館
で
。
講
師

は
市
学
芸
員
。
申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、同
館（

・
３
１
９
０
）
へ
。

富
田
寺
内
町
と
戦
国
時
代

富
田
寺
内
町
と
戦
国
時
代

戦
国
武
将
・
三
好

戦
国
武
将
・
三
好

長
慶
と
高
槻

長
慶
と
高
槻

問合先

障
が
い
福
祉
課

７
１
６
４

７
１
８
８

問合先

月

日

の
催
し

月
１
日

の
催
し

事務系・技術系職員
（担当課：人事課 ・ ）

技能職（学校校務員）職員
（担当課：教育委員会総務課 ・ ）

職種・
人数 受験資格 第１次試験応募期間 募集要項

事務系
７人

技術系
（土木）
２人

昭和 年４月２
日以降生まれ
で、学校教育法
による大学（技
術系は専門課
程）を平成 年
３月以降に卒業
または、来年３
月卒業見込みの
人

月１日
月８日

日
（水・消
印有効）

人事課（市
役所本館３
階）、市ホ
ームページ
で配布中

職種・
人数 受験資格 第１次試験応募期間 募集要項

人数 受験資格 第１次試験応募期間 募集要項

１人

昭和 年４月２日
以降生まれで、簡
単な修繕や修理な
どの作業ができ、
環境整備に意欲的
に取り組む人

月 日
月 日

日
（月・消
印有効）

月 日
から教育委
員会総務課
（総合セン
ター 階）、
市ホームペ
ージで配布

人数 受験資格 第１次試験応募期間 募集要項

祉祉 展展 高高槻槻ままちちセセリリ
離離
乳乳
食食
にに
つつ
いい
てて

親親
子子
でで
楽楽
しし
くく
はは
みみ
がが
きき

連連
続続
講講
座座

英英
語語

体体
育育

ああ
そそ
びび

リリ
トト
ミミ
ッッ
クク

親親
子子
ミミ
ニニ
ミミ
ニニ
音音
楽楽
会会

ぱぱ
くく
ぱぱ
くく
教教
室室

（（
離離
乳乳
食食
教教
室室
））

すす
みみ
れれ
のの
花花
咲咲
くく
頃頃

宝宝
塚塚

歌歌
劇劇

周周
年年
にに
よよ
せせ
てて

人人
とと
のの
つつ
なな
がが
りり
をを
求求
めめ
てて
、、

心心
豊豊
かか
にに
いい
きき
いい
きき
とと

人人
権権
講講
座座

いい
きき
いい
きき
とと

生生
きき
るる
そそ
のの
たた
めめ
にに

関関
大大
生生
とと
学学
ぶぶ
パパ
ソソ
ココ
ンン
講講
座座

デデ
ジジ
カカ
メメ
でで
カカ
レレ
ンン
ダダ
ーー
作作
りり

よよ
くく
ああ
がが
るる
秘秘
訣訣
教教
ええ
まま
すす

凧凧
づづ
くく
りり
とと
凧凧
ああ
げげ

高高
齢齢
者者
まま
すす
まま
すす
元元
気気
大大
作作
戦戦

口口
腔腔
ケケ
アア
でで
おお
口口
かか
らら
健健
康康

地地
域域
子子
育育
てて
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
催催
しし

しし
ゃゃ
べべ
っっ
てて
すす
っっ
きき
りり

イイ
ヤヤ
イイ
ヤヤ
期期
をを
のの
りり
ここ
ええ
よよ
うう

赤赤
ちち
ゃゃ
んん
とと
遊遊
ぼぼ
うう

おお
店店
屋屋
ささ
んん
ごご
っっ
ここ
講講
座座

家家
のの
とと
びび
らら
、、
心心
のの
とと
びび
らら
はは

万万
全全
にに（（
詐詐
欺欺
被被
害害
防防
止止
対対
策策
））

終終
活活
セセ
ミミ
ナナ
ーー

応応
急急
手手
当当
講講
習習
会会

（（
普普
通通
救救
命命
講講
習習

））

玉玉
川川
牧牧
田田
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ

セセ
ンン
タタ
ーー
主主
催催
講講
座座

大大
学学
交交
流流
セセ
ンン
タタ
ーー
事事
業業

大大
阪阪
薬薬
科科
大大
学学
市市
民民
講講
座座

灯灯露露ままつつりり（（ 月月 日日、、富富田田地地区区・・三三輪輪神神社社でで））

●●各各記記事事中中のの 先先着着 はは当当日日直直接接、、会会場場へへ ●●各各記記事事中中ののははががききででのの申申しし込込みみはは、、４４・・５５面面上上欄欄のの例例参参照照

申申
込込
方方
法法

3 No.1299行 政 プ ラ ザ �

歴 史歴 史
シンポシンポ

フリマ出店者を募集
フリーマーケットの出店者を募

集します。同一グループ内の複数
申し込みやプロの参加、中学生以
下だけの参加はできません。
募集数 約 店舗（１店舗７
、多数抽選）
参加料 １店舗 円
取扱物品 家庭内の不用品、手
作り品、家庭菜園で収穫した野菜
など ※動物や食品、貴金属、仕入
れ品、使用不能な家電などは不可
申込方法 月 日（月・消印

有効）までに参加者全員の住所、
氏名、年齢、電話番号、取扱品名
を書いて、 円切手を貼った封筒
を同封し郵送で、ボランティア 市
民活動センター（〒 ・ 紺屋
町３番１の 号 ・ ）へ
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
子
育
て

に
関
す
る
状
況
や
考
え
を
う
か

が
う
た
め
、
市
は

月
下
旬
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
ま
し

た
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象

就
学
前
の
子
ど
も
、
小

学
１

３
年
生
の
児
童
が
い
る

世
帯
の
一
部

子
育
て
支
援
に
関
す
る
ア
ン

子
育
て
支
援
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
合
先

子
ど
も
育
成
課
（

・
７
１
６
９
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
募

集
期
間
が
、
来
年
３
月

日

ま
で
延
長
に
な
り
ま
し
た
。
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
城
西
町
庁

舎
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
９
月

日
現
在
の
義
援

金
総
額
は
、
１
億
２
千

万

円
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

東
日
本
大
震
災
義
援
金

東
日
本
大
震
災
義
援
金

募
集
期
間
を
延
長

募
集
期
間
を
延
長

（

・
７
１
６
３
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は

月

日

は
休
館
し
ま
す
。
来
年

５
月

日

の
多
目
的
ホ
ー
ル

・
会
議
室
な
ど
の
利
用
申
請
は

月

日

に
受
け
付
け
ま

す
。平

成

年
分
の
年
末
調
整
の

仕
方
、
法
定
調
書
の
作
成
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

月

日

午
後
１
時

分

３
時

分

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
休
館
日

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
休
館
日

年
末
調
整
説
明
会

年
末
調
整
説
明
会

会
場

高
槻
現
代
劇
場

対
象

源
泉
徴
収
義
務
者

問
合
先

茨
木
税
務
署
（

・

・
１
１
３
１
）

時
間
は
午
前

時

正
午
、

午
後
１
時

４
時

分
で
す
。

日
程
・
会
場

月

日

市
役
所

日

高
槻
赤
十

字
病
院

日

セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
安
満
中
の
町
店

日

、

月
５
日

ミ
ン
グ
・

阪
急
高
槻

月

日

摂
津
富
田
駅
南
側

問
合
先

市
献
血
推
進
協
議
会

（

・
７
１
６
３
）

市
街
地
整
備
促
進
特
別
委
員

会
が

月

日

午
後
１
時
か

ら
市
役
所
本
館
３
階
第
３
委
員

会
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。な
お
、

議
事
の
都
合
で
日
程
が
変
更
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先

議
会
事
務
局
（

・
７
２
１
３
）

審
議
会
な
ど
を
、
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
希
望
者

は
、
事
前
に
各
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
教
育
委
員
会
定
例
会
】

月

日

午
後
４
時
か
ら
総
合
セ

ン
タ
ー

階
教
育
委
員
会
室

で
。
教
育
委
員
会
総
務
課
（

・
７
６
２
０
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
定
例
会
】

月

日

午
後
１
時
か
ら
総

合
セ
ン
タ
ー

階
選
挙
管
理
委

員
会
室
で
。
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（

・
７
６
７
６
）

【
保
健
医
療
審
議
会
（
薬
薬
連

携
）
】

月

日

午
後
２
時

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
総
務

医
薬
課
（

・
９
３
３
０
）

【
ぱ
ち
ん
こ
遊
技
場
建
築
審
議

会
】

月

日

午
前

時
か

ら
総
合
セ
ン
タ
ー
６
階
会
議
室

で
。
審
査
指
導
課
（

・
７

５
６
７
）

【
環
境
審
議
会
】

月

日

午
後
２
時
か
ら
市
役
所
本
館
２

階
全
員
協
議
会
室
で
。
環
境
緑

政
課
（

・
７
４
８
３
）

【
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会
】

月

日

午
後
２
時
か
ら
総

合
セ
ン
タ
ー
６
階
会
議
室
で
。

法
務
課
（

・
７
１
７
０
）

【
産
業
振
興
審
議
会
】

月

日

午
後
１
時

分
か
ら
市
役

所
本
館
３
階
第
２
委
員
会
室

で
。
産
業
振
興
課
（

・
７

４
１
１
）

原
則
週
４
日
勤
務
。

人
程

度
。
資
格
は
次
の
す
べ
て
を
満

た
す
人
。
昭
和

年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ

大
型
第
二
種
運

転
免
許
所
有

交
通
違
反
の
累

積
点
数
３
点
以
下

過
去
１
年

以
内
に
運
転
免
許
停
止
処
分
を

受
け
て
い
な
い

変
則
勤
務
可

能
な
ど
。
月
額

万
千
円
。
試

験
日
は

月
８
日

。
応
募
は

月

日
（
金
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を
郵
送

か
直
接
、
交
通
部
総
務
課
（

・
３
５
０
４
）へ
。募
集
要
項

な
ど
は
同
課
、
芝
生
・
緑
が
丘

営
業
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布
。
受
験
に
は
自
動
車
運
転

市
営
バ
ス
運
転
士

市
営
バ
ス
運
転
士

非
常
勤
職
員

非
常
勤
職
員

記
録
証
明
書
が
必
要
。

月

金
曜
日
の
午
前
８
時

分

午
後
５
時
に
市
立
小
・
中

学
校
で
勤
務
。
資
格
は
小
学
校

ま
た
は
、
中
学
校
教
諭
免
許
取

得
者
。
来
年
４
月
か
ら
勤
務
で

き
る
登
録
者
も
同
時
募
集
。
月

額

万
円
程
度

大
学
卒

万
円
程
度

短
大
卒
。
応
募
は

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
を
郵
送

か
直
接
、
教
職
員
課
（
総
合
セ

ン
タ
ー

階

・
７
６
３

３
）
へ
。

月

金
曜
日
の
午
後
１
時

分

６
時
ま
た
は
７
時
（
学
校

休
業
日
は
午
前
８
時

分
か

ら
）

土
曜
日
午
前
８
時

分

午
後
５
時
の
う
ち
、
週
３
・

４
日
程
度
、
市
立
学
童
保
育
室

小
・
中
学
校
講
師

小
・
中
学
校
講
師

（
登
録
者
）

（
登
録
者
）

学
童
保
育
臨
時
指
導
員

学
童
保
育
臨
時
指
導
員

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

で
勤
務
。
時
間
給

円
。
応
募

は
随
時
、
写
真
（
縦
４
・
５

×
横
３
・
５

）
を
持
っ

て
本
人
が
直
接
、
子
ど
も
育
成

課
（
総
合
セ
ン
タ
ー
７
階

・
７
６
５
６
）
へ
。

月
４
・
５
日
程
度
、
月

金

曜
日

午
後
８
時

分

翌
午

前
７
時

土
曜
日

午
後
２
時

分

翌
午
前
７
時

日
曜
日

祝
日

午
前
９
時

翌
午
前
７

時
の
う
ち
６

時
間
程
度
、

同
診
療
所
で
勤
務
。
時
間
給
千

円

２
千

円
。
資
格
は
看

護
師
ま
た
は
、
准
看
護
師
免
許

取
得
者
。
応
募
は
電
話
で
、
三

島
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
（

・
９
９
１
１
）
へ
。

月
６
日

来
年
３
月
末

高
槻
島
本
夜
間
休
日
応
急
診
療

高
槻
島
本
夜
間
休
日
応
急
診
療

所
看
護
師
准
看
護
師（
パ
ー
ト
）

所
看
護
師
准
看
護
師（
パ
ー
ト
）

保
健
師
・
看
護
師

保
健
師
・
看
護
師

ア
ル
バ
イ
ト
職
員

ア
ル
バ
イ
ト
職
員

の
週
５
日
、
午
前
８
時

分

午
後
５
時

分
に
市
保
健
所
で

勤
務
。
資
格
は
保
健
師
ま
た
は

看
護
師
免
許
取
得
者
。
１
人
。

時
間
給
千

円

保
健
師

千

円

看
護
師
。
応
募
は
電
話

で
、
保
健
予
防
課
（

・
９

３
３
２
）
へ
。

就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
と

し
、
障
が
い
の
状
況
に
合
わ
せ

た
発
達
を
促
進
す
る
た
め
の
療

育
を
行
い
ま
す
。

人
程
度
。

面
接
は

月
７
日

。
応
募
は

う
の
花
療
育
園
入
園
児

う
の
花
療
育
園
入
園
児

月
６
日

日

の
午

前

時

午
後
１
時
に
今
城
塚

公
民
館
で
。
講
師
は
管
理
栄
養

士
・
藤
野
操
さ
ん
。
対
象
は
介

護
保
険
を
利
用
し
て
い
な
い

歳
以
上
。
申
込
順
各

人
。
無

料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
で
、
郡
家
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（

・
８
１

８
１
）
へ
。

介
護
予
防
教
室

調
理
実
習

介
護
予
防
教
室

調
理
実
習

認
知
症
予
防
効
果
の
あ
る
食
事

認
知
症
予
防
効
果
の
あ
る
食
事

平
成

年
度

物
品

業
務
委
託

入
札
参
加
資
格
承
認
申
請
受
け
付
け
受
け
付
け

市
は
、
平
成

年
度
の

物
品
・
業
務
委
託
（
施
設
管
理

を
除
く
）
の

入
札
参
加
資
格

承
認
申
請

を
、

月
２
日

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

す
で
に
登
録
し
て
い
る
業
者

も
、
有
効
期
限
が

年
度
末
の

た
め
、
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
契
約
検
査
課
（
市
役
所
本

館
４
階
）で
配
布
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
、
施
設

管
理
に
つ
い
て
は
、
今
後
本
紙

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
方
法

月
２
日

日
（
金
・
消
印
有
効
）
に
、
所

定
の
申
請
書
を

簡
易
書
留

ま
た
は

書
留

で
、
同
課
（

・
７
５
０
１
）
へ
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都市計画道路十三高
槻線（東天川五 井尻
一）の道路事業につい
て、事業認可に関する
説明会を行います。
日時 月 日 午
後７時 ８時 ※当日
直接、会場へ
会場 五領公民館
問合先 茨木土木事
務所新名神事業所（
・ ）

月
１
日

午
前

時

正

午

午
後
１
時

分

３
時

分
に
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
で
。
講

師
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
た
か
つ
き
。

対
象
は
小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）
。
各

人
（
多

数
抽
選
）
。

円
。
申
し
込
み

は

月

日
（
月
・
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
、
催
し
名

・
第
１
・
２
希
望
時
間
、住
所
、

氏
名
（
２
人
ま
で
）
・
年
齢
（
小

学
生
だ
け
）
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
同
館
（
〒

・
１
０
４

２
南
平
台
五
丁
目

番
１
号

・
５
０
４
１
）
へ
。

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
り
教
室

作
り
教
室

月

日

午
前

時

午

後
３
時
に
芥
川
周
辺
（
摂
津
峡

あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
）
で
。
講

師
は
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館

学
芸
員
・
川
端
清
司
さ
ん
。
対

象
は
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）
。
申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
で
、
あ
く
あ
ぴ
あ

芥
川
（

・
５
０
４
１
）

へ
。

月

日

午
前

時

正

午
に
春
日
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
（

・
９
６
０
４
）
で
。

講
演

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い

て
。
講
師
は
元
府
中
央
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長
・
神
田
眞

自
然
観
察
会

自
然
観
察
会

高
槻
の
石
こ
ろ

高
槻
の
石
こ
ろ

福
祉
と
人
権
の
ま
ち

福
祉
と
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
集
い

づ
く
り
を
考
え
る
集
い

知
子
さ
ん
。
先
着

人
。
無

料
。

月

日

午
後
２
時

分

か
ら
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
（

・
３
７
２
１
）
で
。
ピ
ア
ノ
、

邦
楽
。
先
着

人
。
無
料
。

月

日

、

月

日

の
午
後
０
時

分

０
時

分

に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（

・
７
７
０
０
）１
階
ロ
ビ
ー
で
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

月

日

午
前

時
に
市

営
バ
ス
停

高
槻
駅
北

番
乗
り
場
集
合
、
午
後
１
時

あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
解
散
予
定
。

芥
川
倶
楽
部
に
よ
る
ガ
イ
ド
。

申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込

み
は

月

日

か
ら
電
話

で
、
下
水
河
川
企
画
課
（

・
７
４
３
２
）
へ
。

月

日

午
後
６
時

８

時

分

日

正
午

午
後

２
時

分

同
午
後
２
時

分

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

歩
い
て
知
ろ
う
よ
、
芥
川

歩
い
て
知
ろ
う
よ
、
芥
川

関
大
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
市
民
開

関
大
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
市
民
開

放
デ
イ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
観
戦

放
デ
イ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
観
戦

５
時

分
に
同
ア
リ
ー
ナ

（
霊
仙
寺
町
二

・
２
５
０

８
）
で
。
先
着
各

人
。
無
料
。

月

日

午
前

時

午

後
３
時

分
に
同
キ
ャ
ン
パ
ス

（
白
梅
町

・
４
０
０
０
）

で
。
辛
坊
治
郎
さ
ん
講
演
会
、

模
擬
店
な
ど
。
当
日
直
接
、
会

場
へ
。
※
当
日
中
央
図
書
館
ミ

ュ
ー
ズ
子
ど
も
分
室
臨
時
開
館

（
午
前

時
か
ら
と
午
後
２
時

か
ら
お
は
な
し
会
あ
り
）

月

日

午
後
２
時

４

時
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（

・
７
７
０
０
）
１
階
展
示
ホ

ー
ル
で
。
出
演
は
噺
の
会
じ
ゅ

げ
む
。
先
着

人
。
無
料
。

月

日

午
前

時

正

午
に
高
槻
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

（
氷
室
町
二
）
で
。
申
込
順

人
。
円（
２

歳

円
）
。

申
し
込
み
は

月

日

か
ら

電
話
で
、

法
人
三
島
子

ど
も
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

・
２
２
２
４

松
本
）
へ
。

関
西
大
学
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ

関
西
大
学
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ

キ
ャ
ン
パ
ス
開
放
デ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
開
放
デ
ー

高
槻
市
民
寄
席

高
槻
市
民
寄
席

こ
ど
も
の
た
め
の

こ
ど
も
の
た
め
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

月

日

午
前

時

午

後
０
時

分
に
市
保
健
所
で
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

ア
ニ
マ
ル
は
に
ま
る
高
槻
（

・
５
３
５
７
・
８
２
０
０
）。

月

日

午
後
１
時

分

４
時

分
に
高
槻
現
代
劇
場

で
。
先
着

人
。

円
。
保
育

あ
り
（
申
込
期
限
は

月

日

）
。
新
婦
人
（

・
１
０

７
１
）
。

月

日

午
前
９
時

分

午
後
２
時

分
に
同
校
（
富

田
町
一

・
２
８
３
６
）で
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

月

日

午
後
１
時

分

３
時

分
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高

槻
で
。
先
着

人
。

円
。
空

と
ぶ
ア
ヒ
ル
（

・
５
０
４

１
・
３
３
５
７

太
田
）
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

犬
・
猫
譲
渡
会

犬
・
猫
譲
渡
会

高
槻
母
親
大
会
講
演

高
槻
母
親
大
会
講
演

沖
縄
の
風
よ

薫
れ

沖
縄
の
風
よ

薫
れ

府
立
高
槻
支
援
学
校

府
立
高
槻
支
援
学
校

学
習
発
表
会

学
習
発
表
会

空
と
ぶ
ア
ヒ
ル
公
開
講
座

さ

空
と
ぶ
ア
ヒ
ル
公
開
講
座

さ

い
と
う
し
の
ぶ
の
絵
本
ラ
イ
ブ

い
と
う
し
の
ぶ
の
絵
本
ラ
イ
ブ

冬なのにキャンプ ／７ ８冬なのにキャンプ ／７ ８

キャンプ場でシェ
ルター作りやキャン
プファイヤー、テン
ト泊などを体験し、
高槻の冬の自然を楽
しみましょう。
日程 月７日
・８日 の１泊２日
会場 摂津峡青少
年キャンプ場
対象 市内在住の
小学５年生 高校生
定員 人（多数
抽選）
費用 円
申込方法 月 日 日（木・必着）に電子申込ま
たは、往復はがきかファクスに、催し名、住所、氏名（ふ
りがな）、性別、学校名・学年、年齢、電話番号、キャ
ンプ場への交通手段を書いて、地域教育青少年課（
・ 、 ）へ ※はがき１枚１人

学
校
に
泊
ま
ろ
う

学
校
に
泊
ま
ろ
う

子
ど
も
が
つ
く
る
時
間
割

子
ど
も
が
つ
く
る
時
間
割

日
程
・
内
容
・
会
場

月

日

午
前
９
時

午
後
０
時

分

時
間
割
づ
く
り
（
富
田
青

少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
）

日

午
前

時

日

午
後
４

時

富
田
小
学
校
で
１
泊
２
日

の
活
動

講
師

マ
ザ
ー
ア
ー
ス
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
大
島
一
さ
ん

対
象
・
定
員

小
学
５
年
生

中
学
生

人
（
多
数
抽
選
）

費
用

千
円

申
込
方
法

月

日

日
（
金
・
必
着
）
に
電
子
申
込

か
返
信
用
は
が
き
を
持
っ
て
直

接
ま
た
は
、
往
復
は
が
き
に
、

催
し
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
学
校
名
・
学
年
、
電

話
番
号
、
学
校
で
や
っ
て
み
た

い
こ
と
（
学
校
探
検
・
た
き
火

な
ど
）
を
書
い
て
、
富
田
青
少

年
交
流
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０

８
１
４
富
田
町
四
丁
目

番

号

・
５
４
５
４
）
へ

４月に多発４月に多発

入浴中の事故に注意入浴中の事故に注意
例年、寒くなる時期に入浴中の救急
事故が増加しています。過去３年間に
市内で発生した自宅での入浴中の突然
死は、平成 年は 人、 年は 人、
年は 人で、特に 月 ４月に多発
しています。
事故防止のため次のことに気を付け
ましょう。
●脱衣場や浴室の温度が低くならない
よう、浴室暖房などで工夫する
●お湯の温度は 度程度で長湯し
ない
●心臓や肺の慢性疾患や高血圧症の人
は、半身浴を心掛ける
●気温の低い日は早めに入浴する
●食事直後や深夜に入浴しない
万が一、事故が発生し、浴槽から救
出できない場合は、浴槽の栓を抜いて
顔が水につからないようにし（風呂釜
の火は消しておく）、あごを風呂ふた
に置くなどして、気道を確保し、すぐ
に 番で救急車を呼んでください。
問合先 警防救急課（ ・ ）

ノロウイルスによるノロウイルスによる
胃腸炎に注意胃腸炎に注意

ノロウイルスを原因とする感染性胃腸炎がノロウイルスを原因とする感染性胃腸炎が
例年 月ごろから流行し、春先まで続きます。例年 月ごろから流行し、春先まで続きます。
ノロウイルスは感染力が強く、集団感染しノロウイルスは感染力が強く、集団感染し

やすいウイルスです。手指や食品を介して経やすいウイルスです。手指や食品を介して経
口感染し、感染者の嘔吐（おうと）物や便から口感染し、感染者の嘔吐（おうと）物や便から
周囲の人へ感染が広がります。周囲の人へ感染が広がります。
感染すると通常１・２日の潜伏期間後、下感染すると通常１・２日の潜伏期間後、下

痢や嘔吐、腹痛などの症状が１ ３日間続き痢や嘔吐、腹痛などの症状が１ ３日間続き
ます。免疫力が弱い幼児や高齢者などは症状ます。免疫力が弱い幼児や高齢者などは症状
が重くなることがあります。次の点に注意しが重くなることがあります。次の点に注意し
て感染を予防しましょう。て感染を予防しましょう。
●調理や食事の前、トイレの後はせっけんで●調理や食事の前、トイレの後はせっけんで
よく手洗いをするよく手洗いをする
●食品は加熱調理（中心温度 度で１分以上）●食品は加熱調理（中心温度 度で１分以上）
●使用後の調理器具は十分に洗浄、消毒する●使用後の調理器具は十分に洗浄、消毒する
●感染者の便、嘔吐物を片付けるときは、ビ●感染者の便、嘔吐物を片付けるときは、ビ
ニール手袋やマスクを着用し、室内の換気をニール手袋やマスクを着用し、室内の換気を
行う。嘔吐した場所は塩素系消毒薬で消毒す行う。嘔吐した場所は塩素系消毒薬で消毒す
るる
また症状がなくなった後も便には１カ月程また症状がなくなった後も便には１カ月程

度ウイルスが存在します。日頃からよく手洗度ウイルスが存在します。日頃からよく手洗
いうがいをして、二次感染に注意しましょう。いうがいをして、二次感染に注意しましょう。
問合先 保健予防課（ ・ ）問合先 保健予防課（ ・ ）

月
は
計
量
強
調
月
間

月
は
計
量
強
調
月
間

月
は
計
量
強
調
月
間
で

す
。
計
量
は
暮
ら
し
を
支
え
る

身
近
な
も
の
で
、
正
確
で
あ
っ

て
こ
そ
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

日
常
生
活
の
中
で
、
計
量
の
不

利
益
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
次
の
よ
う
な
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

商
店
や
病
院
、
学
校
な
ど
の
は

か
り
の
定
期
検
査

商
店
の
商

品
量
目
立
入
検
査

給
油
ス
タ

ン
ド
立
入
検
査

水
道
や
ガ

ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
立
入
検

査

家
庭
用
計
量
器
の

無
料
診
断

月

日

日

に
、

家
庭
で
使
用
し
て
い
る
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー

ル
の
無
料
診
断
を
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
電
話
で
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
先

同
セ
ン
タ
ー
（

・
０
９
９
９
）

淀川三十石船舟唄全国大会 を 月
日 に開催します。
市内で長年にわたり唄い継がれてきた府

指定無形民俗文化財・淀川三十石船船唄
を、全国から集まった民謡の唄い手が披露
します。多数ご来場ください。
日時 月 日 午前９時 分から
※無料
会場 高槻現代劇場中ホール
定員 先着 人
問合先 同実行委員会事務局（文化財課
内 ・ ）

青
少
年

セ
ン
タ
ー

の
催
し

会
場
は

城
跡
公
園

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
。
申
し
込
み

は

月

日

か
ら
電
話

か
直
接

各
申
込
期
間
に

電
子
申
込
か
返
信
用
は
が
き
を

持
っ
て
直
接
ま
た
は
、
往
復
は

が
き
に
、
教
室
名
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
学
校
名
・

学
年
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０

８
０
４
紺
屋
町
１
番
２
号

・
３
７
２
４
）
へ
。

【

わ
ん
ぱ
く
・
お
て
ん
ば
ク

ラ
ブ

大
縄
跳
び
遊
び
】

月

日

午
前

時

正
午
。
講

師
は
高
槻
ス
カ
ウ
ト
連
絡
会
。

対
象
は
５
歳

小
学
生
（
保
護

者
同
伴
可
）
。
申
込
順

人
。

無
料

【

子
ど
も
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

フ
ト
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
】

月
７
日

午
前

時

時

分
。
講
師
は
ネ
イ
チ
ャ

ー
た
か
つ
き
。対
象
は
小
学
生
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

円
。

申
込
期
間
は

月

日

日
（
月
・
必
着
）

【

子
育
て
講
座

子
ど
も
が

１
年
生
に
な
っ
た
ら
】

月

日

午
前

時

正
午
。
講
師

は
常
磐
会
短
期
大
学
教
員
・
田

村
み
ど
り
さ
ん
。
対
象
は
来
年

小
学
１
年
生
に
な
る
子
ど
も
の

保
護
者
。
申
込
順

人
。
無
料
。

保
育
あ
り（
２
歳

就
学
前
、

人
）

【

毛
糸
で
作
る
も
こ
も
こ
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
】

月

日

午
後
１
時

分

４
時
。
講

師
は
全
日
本
編
物
教
育
協
会
・

福
島
冷
子
さ
ん
。
対
象
は
小
学

生
。

人
（
多
数
抽
選
）
。

円
。
申
込
期
間
は

月

日

日
（
月
・
必
着
）

【

五
色
百
人
一
首
教
室
】

月

日

、
来
年
１
月

日

・

日

の
午
後
１
時

分

３
時
。
講
師
は

つ
き

の
き
・
向
井
淳
子
さ
ん
。
対
象

は
小
学
生
。
人（
多
数
抽
選
）。

無
料
。
申
込
期
間
は

月

日

日
（
月
・
必
着
）

け
や
き
の
森
市
民
大
学

受講者
を募集

日
本
史
と
世
界
史
の
間

け
や
き
の
森
市
民
大
学
で
は

関
西
大
学
公
開
講
座

日
本

史
と
世
界
史
の
間

を
開
催
。

い
ず
れ
も
午
後
２
時

３
時

分
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階

研
修
室
で
。
人（
多
数
抽
選
）。

２
千
円
。
申
し
込
み
は

月

日
（
水
・
必
着
）
ま
で
に
電
子

申
込
か
直
接
ま
た
は
、
は
が
き

か
フ
ァ
ク
ス
に
、
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
書
い

て
、同
セ
ン
タ
ー（

７
７

０
０
、

・
７
７
０
４
）
へ
。

日
程
・
内
容
・
講
師

月
２

日

住
ま
い
の
形
か
ら
み
た

日
本
列
島
（
関
西
大
学
教
授
・

森
隆
男
さ
ん
）

９
日

大

唐
帝
国
の
文
化
遺
産
（
同
大
学

教
授
・
森
部
豊
さ
ん
）

日

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
と

思
想
（
同
大
学
教
授
・
吹
田
浩

さ
ん
）

図書館の図書館の
催し催し

本を楽しむ会
日程 月 日 、
月 日 、来年１月
日 の午後１時 分
から ※無料
会場 小寺池図書館

（ ・ ）
内容・朗読 百田尚
樹著 輝く夜 など
小寺池朗読グループ
定員 先着各 人

大人のための朗読会
日時 月 日 午
後２時 ３時 分
※無料
会場 芝生図書館

（ ・ ）
内容・朗読 小川洋
子著 人質の朗読会
より など 戸田和子
さんほか
定員 先着 人

月

日

ま
で
に
直
接
、
同

園
（

・
３
８
０
３
）
へ
。

議
会
日
程

議
会
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

東天川五 井尻一）

／／
淀川三十石船舟唄淀川三十石船舟唄
全国大会を開催全国大会を開催



福福

月月
３３
日日
かか
らら
９９
日日
まま
でで
はは

障障
がが
いい
者者
週週
間間

でで
すす
。。
市市
はは
、、
ここ
れれ
にに

合合
わわ
せせ
てて

月月

日日

とと

月月
１１
日日

にに
、、
福福
祉祉
展展
をを
開開
催催
しし
まま
すす
。。
障障
がが

いい
児児
・・
者者
団団
体体
のの
活活
動動
紹紹
介介
やや
ココ
ンン
ササ
ーー
トト
、、
映映
画画
会会
、、
講講
演演
会会
をを
行行
うう
ほほ

かか
、、

月月

日日
にに
はは
フフ
リリ
ーー
ママ
ーー
ケケ
ッッ
トト
をを
実実
施施
しし
まま
すす
。。
障障
がが
いい
のの
ああ
るる
、、

なな
しし
にに
関関
わわ
らら
ずず
おお
互互
いい
をを
尊尊
重重
しし
、、助助
けけ
合合
ええ
るる
社社
会会
づづ
くく
りり
のの
たた
めめ
にに
、、

障障
がが
いい
者者
へへ
のの
理理
解解
をを
深深
めめ
まま
しし
ょょ
うう
。。
多多
数数
ごご
参参
加加
くく
だだ
ささ
いい
。。

住住
宅宅
用用
火火
災災
警警
報報
器器

来来
年年
度度
新新
規規
採採
用用

職職
員員
をを
募募
集集

今今
城城
塚塚
古古
代代
歴歴
史史
館館
のの
催催
しし

アア
ーー
トト
とと
古古
代代
のの
融融
合合

＊＊

はは
にに
ココ
ッッ
トト

富富
田田
寺寺
内内
町町
とと
戦戦
国国
時時
代代

戦戦
国国
武武
将将
・・
三三
好好

長長
慶慶
とと
高高
槻槻

祉祉 展展 高槻まちセリ高槻まちセリ

商店街をまわり、お店の一押し商品をオーク
ション形式の せり で、落札購入します。店
主の商品説明を聞き納得した上で、通常よりお
得に買い物できるチャンスです。
日時 月 日 午前 時 分 午後１時
分集合 ※当日直接、集合場所へ
集合場所 アクトアモーレ１階北東出入口
前 グリーンプラザ１号館２階南出入口前
※看板が目印
参加店舗数・商品 ９店舗（予定） 野菜、果
物、肉など ※気に入った商品がなければ買う
必要はありません
問合先 中心市街地活性化協議会（高槻都市
開発 内 ・ ）

月

日

午
前

時

分

時
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
ー
ト

た
か
つ
き
（
宮
野
町
）
で
。
講

師
は
栄
養
士
・
真
鍋
佳
余
子
さ

ん
。
対
象
は
０

１
歳
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。
無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
同

広
場
（

・
８
２
５
０
）
へ
。

離
乳
食
に
つ
い
て

離
乳
食
に
つ
い
て

月

日

午
後
１
時

分

２
時
に
チ
ャ
ム
き
っ
ず
ぱ
ー

く
（
古
曽
部
町
一
）
で
。
講
師

は
歯
科
医
・
藤
井
清
子
さ
ん
。

対
象
は
０

３
歳
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。

無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
直
接
、
同
広
場
（

・
６
３
３
６
）
へ
。

月

日

、

月
７
日

親
子
で
楽
し
く
は
み
が
き

親
子
で
楽
し
く
は
み
が
き

連
続
講
座

英
語

体
育

連
続
講
座

英
語

体
育

あ
そ
び

リ
ト
ミ
ッ
ク

あ
そ
び

リ
ト
ミ
ッ
ク

の
午
前

時

正
午
に
日
吉
台

公
民
館
で
。
講
師
は
小
西
敦
子

さ
ん
ほ
か
。
対
象
は
１
歳
６
カ

月

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
。
申
込
順

組
。
無
料
。

申
し
込
み
は

月

日

か
ら

電
話
か
直
接
、
同
館
（

・

６
６
３
６
）
へ
。

月

日

午
前

時

分

時

分
に
庄
所
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。
ピ
ア
ノ
・

声
楽
。
出
演
は
音
夢
の
会
。
対

象
は
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保

親
子
ミ
ニ
ミ
ニ
音
楽
会

親
子
ミ
ニ
ミ
ニ
音
楽
会

護
者
。
申
込
順

組
。
無
料
。

申
し
込
み
は

月

日

か
ら

電
話
か
直
接
、同
セ
ン
タ
ー（

・
８
４
０
０
）
へ
。

月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

対
象
は
８

カ
月
の
乳
児
と

そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。

無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー

（

・
１
１
０
８
）
へ
。

ぱ
く
ぱ
く
教
室

ぱ
く
ぱ
く
教
室

（
離
乳
食
教
室
）

（
離
乳
食
教
室
）

月

日

午
後
２
時

４

時
に
阿
武
山
公
民
館
（

・

０
１
８
８
）
で
。
講
師
は
元
宝

塚
歌
劇
団
星
組
・
未
央
一
さ

ん
。
申
込
順

人
。

月

日

日

の

午
前

時

正
午
に
磐
手
公
民

す
み
れ
の
花
咲
く
頃

宝
塚

す
み
れ
の
花
咲
く
頃

宝
塚

歌
劇

周
年
に
よ
せ
て

歌
劇

周
年
に
よ
せ
て

人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
、

心
豊
か
に
い
き
い
き
と

心
豊
か
に
い
き
い
き
と

館
（

・
２
１
１
０
）
で
。

講
演

高
齢
福
祉

映
画

生
き
抜
く

鑑
賞
。
講
師
は

日
吉
台
東
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
・
川
上
悦
子
さ
ん

人

権
啓
発
指
導
員
・
本
田
大
美
子

さ
ん
。
申
込
順
各

人
。
保
育

あ
り
（
申
込
期
限
は

月

日

）
。月

日

午
前

時

正

人
権
講
座

い
き
い
き
と

人
権
講
座

い
き
い
き
と

生
き
る
そ
の
た
め
に

生
き
る
そ
の
た
め
に

午
に
如
是
公
民
館
（

・
１

８
６
６
）
で
。
講
師
は
総
合
人

間
研
究
所
・
早
川
一
光
さ
ん
。

申
込
順

人
。

月
１
日

・
８
日

の
午

後
１
時

３
時
に
今
城
塚
公
民

館
で
。講
師
は
関
西
大
学
学
生
。

対
象
は

歳
以
上
。

人
（
多

数
抽
選
）
。
申
し
込
み
は

月

日
（
木
・
消
印
有
効
）
ま
で

に
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
同
館
（
〒

・
１
１
３
６
郡
家
新
町

番

３
号

・
３
３
３
１
）
へ
。

月

日

午
前

時

正

関
大
生
と
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
講
座

関
大
生
と
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
講
座

デ
ジ
カ
メ
で
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

デ
ジ
カ
メ
で
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

よ
く
あ
が
る
秘
訣
教
え
ま
す

よ
く
あ
が
る
秘
訣
教
え
ま
す

凧
づ
く
り
と
凧
あ
げ

凧
づ
く
り
と
凧
あ
げ

午
に
三
箇
牧
公
民
館
（

・

０
９
６
５
）
で
。
講
師
は
エ
コ

ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ
・
浜
田
伝
さ

ん
。申
込
順

人
。申
し
込
み
は

電
話
か
材
料
費

円
（
凧
糸
持

参
は

円
）
を
持
っ
て
直
接
、

同
館
へ
。

月
９
日

午
前

時

正

午
に
五
領
公
民
館（

６
１

６
９
）で
。講
師
は
市
保
健
師
ほ

か
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り

（
申
込
期
限
は

月

日

）
。

高
齢
者
ま
す
ま
す
元
気
大
作
戦

高
齢
者
ま
す
ま
す
元
気
大
作
戦

口
腔
ケ
ア
で
お
口
か
ら
健
康

口
腔
ケ
ア
で
お
口
か
ら
健
康

芥川公民館文化祭
月１日 午前 時
午後４時に同館（
・ ）で。利用団

体の作品展示と舞台発
表。無料。当日直接、
会場へ。

磐手公民館フェスタ
来て見て知って公民館
月８日 午前９時

午後４時 分に同館
（ ）で。利用
団体の作品展示と舞台
発表、ディスコン体験
（午前 時 正午）。無
料。当日直接、会場へ。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

申
し
込
み
は
各
期
限
（
消
印

有
効
）ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど

も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
生

年
月
日
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

各
セ
ン
タ
ー
へ
。

月

日

午
前

時

時

分
に
阿
武
山
た
つ
の
子
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

・

１
０
４
５
阿
武
野
二
丁
目
２
番

１
号

・
０
３
１
３
）
で
。

講
師
は
保
育
士
・
岩
尾
雅
子
さ

ん
。
対
象
は
０

３
歳
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
。

組
（
多

数
抽
選
）
。

円
。
申
込
期
限

は

月

日

。

申
し
込
み
は
各
期
限
（
消
印

有
効
）ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど

も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
生

年
月
日
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

各
セ
ン
タ
ー
へ
。

し
ゃ
べ
っ
て
す
っ
き
り

し
ゃ
べ
っ
て
す
っ
き
り

イ
ヤ
イ
ヤ
期
を
の
り
こ
え
よ
う

イ
ヤ
イ
ヤ
期
を
の
り
こ
え
よ
う

月
６
日

午
前

時

分

時

分
に
富
田
青
少
年
交

流
セ
ン
タ
ー
で
。
対
象
は
平
成

年
５
月
１
日

８
月

日
生

ま
れ
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
。

組
（
多
数
抽
選
）
。
無
料
。

申
込
期
限
は

月

日

。
富

田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０
８
１
４
富
田
町
二
丁
目

５
番
１
号

・
９
１
７
７
）。

月

日

午
前

時

分

時
に
津
之
江
さ
く
ら
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０

８
２
２
津
之
江
町
一
丁
目

番

９
号

・
７
０
１
５
）
で
。

対
象
は
０
歳

就
学
前
の
乳
幼

赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う

赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
講
座

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
講
座

児
と
そ
の
保
護
者
。

組
（
多

数
抽
選
）
。
無
料
。
申
込
期
限

は

月

日

。

生物について学ぼう
生物多様性や外来生物に

ついての催しを開催します。

たかつき市民環境大学公開講座
生命誌からみた生物多様性

日時 月 日 午後２時 ４時 ※無料
会場 クロスパル高槻
講師 生命誌研究館館長・中村桂子さん
定員 先着 人
問合先 環境緑政課（ ・ ）

特定外来生物・ミズヒマワリ駆除作戦
日時 月 日 午前 時 正午 ※無料。
当日直接、会場へ。雨天、増水時は中止
会場 津之江公園
問合先 下水河川企画課（ ・ ）

外来生物のおはなし
日時 月７日 午後２時 ５時 ※無料
会場 総合センター 階研修室
講師 滋賀県立琵琶湖博物館専門学芸員・中
井克樹さんほか
定員 申込順 人
申込方法 月 日 から電話で、あくあぴ
あ芥川（ ・ ）へ

月
２
日

午
後
１
時

分

３
時
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
高
槻
警
察
署
員
。
申
込

順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

日

に
電
話

で
、
高
槻
エ
イ
フ
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（

・
９
１
１
２
）
へ
。

月
６
日

遺
言

日

相
続
。
い
ず
れ
も
午
後
２

時

３
時

分
に
ク
ロ
ス
パ
ル

高
槻
で
。
講
師
は
銀
行
員
・
中

西
聡
さ
ん
。
申
込
順
各

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（

・
０
９
９

家
の
と
び
ら
、
心
の
と
び
ら
は

家
の
と
び
ら
、
心
の
と
び
ら
は

万
全
に（
詐
欺
被
害
防
止
対
策
）

万
全
に（
詐
欺
被
害
防
止
対
策
）

終
活
セ
ミ
ナ
ー

終
活
セ
ミ
ナ
ー

９
）
へ
。

月
９
日

午
前
９
時

分

午
後
０
時

分
に
消
防
本
部

で
。
修
了
証
の
発
行
あ
り
。
対

象
は
高
校
生
以
上
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は

月

２
日

ま
で
に
電
子
申
込
か
直

接
、
最
寄
り
の
消
防
署
へ
。
中

消
防
署
（

・
７
９
９
４
）
。

英
会
話

申
込
順

人
、
社

交
ダ
ン
ス

申
込
順

人
。
い

ず
れ
も
会
場
は
同
セ
ン
タ
ー
。

毎
月
各
千
円
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
直
接
、
同
セ
ン

タ
ー
（

・
８
８
７
７
）
へ
。

月

日

午
後
２
時

３

時
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
生

活
習
慣
病
の
予
防
と
治
療
。
講

師
は
同
大
学
准
教
授
・
大
喜
多

守
さ
ん
。
先
着

人
。
無
料
。

同
大
学
（

・
１
０
０
０
）
。

応
急
手
当
講
習
会

応
急
手
当
講
習
会

（
普
通
救
命
講
習

）

（
普
通
救
命
講
習

）

玉
川
牧
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

玉
川
牧
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業

大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業

大
阪
薬
科
大
学
市
民
講
座

大
阪
薬
科
大
学
市
民
講
座

子どもたちが作った灯ろうが境内を彩ったよ

市マスコット
キャラクター
・はにたん

灯露まつり（ 月 日、富田地区・三輪神社で）灯露まつり（ 月 日、富田地区・三輪神社で）

●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、４・５面上欄の例参照●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、４・５面上欄の例参照

特
に
記
載
の
な
い
催
し
は

い
ず
れ
も
無
料
。
申
し
込
み

は

月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
各
公
民
館
へ
。
保
育

あ
り
の
場
合
、
対
象
は
２
歳

就
学
前
、
５
人
。

申
込
方
法

申
込
方
法
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市市
長長
部部
局局
関関
係係

教教
育育
委委
員員
会会
関関
係係

文文化化のの日日記記念念式式典典
各
利
用
時
間
帯
に
つ
き
大
人

円
（
小
・
中
学
生

円
）
の

個
人
利
用
券
が
必
要
。
弓
道
場

は
利
用
許
可
証
も
。
休
所
日
は

総
合
体
育
館

火
曜
日
、
古
曽

部
防
災
公
園
体
育
館

木
曜

日
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
休
所

日
以
外
利
用
可
。

【
総
合
体
育
館
】

◎
大
体
育
室

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

６
日

・

日

・

日

の
午
前
９
時

正
午
（
定
員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

９
日

・

日

の
午
後
６

時

９
時
（
定
員
各

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

２
日

・

日

の
午
後
６
時

９
時
（
定

員
各

人
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

月
の
個
人
利
用

月
の
個
人
利
用

日

午
前
９
時

正
午

（
定
員

人
）

◎
小
体
育
室
３

卓
球

休
所

日
以
外

◎
弓
道
場

日

・

日

の
午
前
９
時

午
後
５
時

分

と
休
所
日
以
外

【
陸
上
競
技
場
（
ト
ラ
ッ
ク
）
】

９
日

午
前
９
時

正
午
（
定

員

人
）

【
古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館
】

◎
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

卓
球

２
日

・
９
日

・

日

の

午
前
９
時

正
午
、

日

午

後
６
時

９
時（
定
員
各

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

６
日

・

日

の
午
前
９
時

正
午

（
定
員
各

人
）
、

日

午

後
６
時

９
時
（
定
員

人
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

６
日

・

日

の
午
前
９
時

正
午

（
定
員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
高
校
生
以
上
）

日

午
後
６
時

９
時
（
定

員

人
）

◎
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
小
・
中
学
生
）

２
日

・

日

の
午
後
６
時

９
時
（
定
員
各

人
）

月

日

午
後
７
時

８

時

分
に
古
曽
部
防
災
公
園
体

育
館
で
。
対
象
は
障
が
い
を
持

つ
人
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に

興
味
が
あ
る
人
。申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は

月

日

月
９
日
（
月
・
消
印
有

効
）
に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
、
は
が
き
に
、
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
み
ど
り
と
ス
ポ

ー
ツ
振
興
事
業
団
（
〒

・
０

０
６
７
桃
園
町
１
番
１
号

・
０
６
４
６
、

・
７
４
０

９
）
へ
。

月
８
日

は
大
会
開
催
の

た
め
終
日
プ
ー
ル
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ル
ー
ム
は
通
常
ど
お
り
利
用

で
き
ま
す
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

車
い
す
ス
ポ
ー
ツ

車
い
す
ス
ポ
ー
ツ

市
民
プ
ー
ル
休
館
日

市
民
プ
ー
ル
休
館
日

月

日

午
前

時

午

後
１
時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
。
講
師
は
管
理
栄
養
士
。
対

象
は

歳
。申
込
順

人
。

円
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
健
康
づ
く

り
推
進
課（

・
８
８
０
０
、

・
１
５
５
１
）
へ
。

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は

月

日

日
（
月
・
必
着
）

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、

は
が
き
に
、催
し
名
・
希
望
日
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
市
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
〒

・
０
０
５

メ
タ
ボ
解
消

メ
タ
ボ
解
消

お
料
理
教
室

お
料
理
教
室

健
康
づ
く
り
推
進

健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
の
催
し

協
議
会
の
催
し

２
城
東
町
５
番
１
号

・
９

１
１
２
、

・
７
５
６
９
）

へ
。

【
賢
く
食
べ
よ
う

食
品
の
栄

養
成
分
表
示
を
読
み
解
く
】

月

日

午
前

時

時

分
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階

会
議
室
で
。
講
師
は
市
栄
養
士

会
・
藤
原
宣
子
さ
ん
。
人（
多

数
抽
選
）
。
無
料

【
調
理
実
習

簡
単
ヘ
ル
シ
ー

お
せ
ち
】

月
４
日

日

の
午
前

時

午
後
１
時

に

保
健
セ
ン
タ
ー

ク
ロ
ス

パ
ル
高
槻
で
。
講
師
は
市
栄
養

士
会
。
各

人
（
多
数
抽
選
）
。

円

月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ

ー
で
す
。
次
の
会
場
で

臨
時
夜
間
・
即
日
検
査
を
行
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
。
匿
名

可
。
ま
た
、
市
保
健
所
で
は
毎

週
金
曜
日
の
午
前
に
無
料
で

検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
保
健
予
防
課（

・
９
３
３
２
）
へ
。

【
市
保
健
所
】夜
間
検
査

月

５
日

午
後
５
時

分

７
時
。

結
果
返
却
は

月

日

即

日
検
査

月
９
日

午
後
１

時

分

２
時

分
。
結
果
返

却
は
午
後
３
時

４
時
。
申
込

順
各

人
。
申
し
込
み
は

月

日

か
ら
電
話
で
、
保
健
予

防
課
（

・
９
３
３
２
）
へ

【
チ
ョ
ッ
ト
キ
ャ
ス
ト
な
ん
ば

（
大
阪
市
浪
速
区
）
】
即
日
検

査

月

日

・

日

の

午
後
６
時

７
時
。
各

人
。

当
日
午
後
５
時

分
か
ら
整
理

券
を
配
布

臨
時
夜
間
・

臨
時
夜
間
・

即
日
検
査
を
実
施

即
日
検
査
を
実
施

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力

（

）
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
す
。

月

日
が

女
性
に
対
す
る
暴
力
撤

廃
国
際
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

毎
年

月

日
か
ら

日
ま
で

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動

と
し
て
、
全
国
各
地

で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
月

日

ま
で
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
総

合
セ
ン
タ
ー
１
階
で
啓
発
展
示

を
実
施
。
女
性
へ
の
暴
力
の
根

絶
を
訴
え
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
の
グ
ッ
ズ
を

配
布
し
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
人

権
に
つ
い
て
考
え
、
女
性
を
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
尊
重

し
、
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。今

年
６
月
に
は
、
配
偶
者
暴

力
防
止
法
（

防
止
法
）
の

一
部
改
正
が
成
立
し
、
対
象
が

事
実
婚
含
む
配
偶
者
と
元
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
に
加
え
、
生
活

の
本
拠
を
共
に
す
る
交
際
相
手

か
ら
の
暴
力
に
も
準
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
平
成

年

１
月
３
日

施
行
）
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
に

遭
っ
た
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
下
記
の
連
絡
先
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

相談連絡先相談連絡先
いずれも相談無料。秘密厳守。
【配偶者からの暴力の相談】配偶者（事実婚・元
配偶者含む）からの暴力に関する相談。要予約
予約受付 月 金曜日の午前９時 午後５時
分に ・ へ
【女性相談（電話・面談）】女性が日常生活で直面
するさまざまな問題や の悩み相談。面談会場
はいずれもクロスパル高槻。
●昼間
日程 毎週火曜日午前９時 分 正午、午後１
時 ４時
電話番号 ・
●夜間
日程 火・金曜日の午後５時 ７時 分
電話番号 ・

女性の人権ホットライン強化週間
国は、次の日程で 女性の人権ホットライン 強化
週間を実施。平日の受付時間を延長し、土・日曜日も
電話相談を行います。相談無料。秘密厳守。
日程 月 日 日 の午前８時 分 午後７
時（土・日曜日は午前 時 午後５時）
相談内容 夫・パートナーからの暴力、職場などで
のセクシュアルハラスメント、ストーカー行為など女
性をめぐるさまざまな人権問題
電話番号 ・ ・
問合先 大阪法務局（ ・ ・ ）

女性の人権ホットライン強化週間
国は、次の日程で 女性の人権ホットライン 強化
週間を実施。平日の受付時間を延長し、土・日曜日も
電話相談を行います。相談無料。秘密厳守。
日程 月 日 日 の午前８時 分 午後７
時（土・日曜日は午前 時 午後５時）
相談内容 夫・パートナーからの暴力、職場などで
のセクシュアルハラスメント、ストーカー行為など女
性をめぐるさまざまな人権問題
電話番号 ・ ・
問合先 大阪法務局（ ・ ・ ）

●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可

必ず受けよう特定健診、ワンコインでがん検診 【問合先】健康づくり推進課（〒 ・ 桃園町４番 号 ・ ）

※国保加入者以外の人の特定健診は加入する健康保険組合などにお問い合わせください。特定健診は市内の委託医療機関でも無料で受診可
※がん検診などは受診料無料制度あり。対象は 歳以上の人 歳で一定の障がいがあり、高齢者の医療の確保に関する法律による
被保険者証を持つ人 生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（要事前申請）
☆は保育あり（０歳 就学前、 人）

健（検）診名 日程 時間 会場 対象・受診料 定員 予約方法など
国民健康保険
特定健診、肺
がん検診、骨
の健康度測定
※骨の健康度
測定はクロス
パル高槻だけ

／

：

：

クロスパル高槻 特定健診 歳（ 歳誕生日前日ま
で）の市国保被保険者、無料 ※同時実
施のがん検診などは有料 肺がん
歳以上、 円 ※検たん料込み。検た
んは医師が必要と認めた人だけ 骨の
健康度測定 歳以上、 円

先着 人 特定健診 特定健診受診券・国保
被保険者証を持って時間内に直
接、会場へ ※当日、実施会場で
の受診券再発行は不可 肺がん検
診、骨の健康度測定 時間内に直
接、会場へ

／ 冠コミュニティセ
ンター

／ 玉川牧田コミュニ
ティセンター

まとめて健診
（特定健診と
がん検診）

来年１／
、２

／６

午前

保健センター
市国保特定健診対象者、 円 ※胃
・肺・大腸がん検診、骨の健康度測定
（全項目必須）

各 人（多数
抽選）

／ （水・消印有効）までにはが
きに、住所、氏名（ふりがな）、生
年月日・年齢、電話番号、第１・
２希望日、特定健診受診券整理番
号を書いて、同課へ ※１人１通

胃・大腸がん
検診

月・火・
木・金・
土曜日

ひかり診療所
胃がん 歳以上、 円 大腸がん
歳以上、 円 ※大腸がん検診だけ

の受診は不可

１日４人（土
曜日は３人） 随時電話か直接、同課へ

すこやかドッ
ク

来年１／
・

保健センター

歳、 円（大腸がん検診除く）
歳以上、 円 ※胃（必須）・肺

・大腸がん検診、骨の健康度測定

申込順各
人

／ から電話か直接、同課へ子宮・乳・大
腸がん検診

来年１／
☆ 午後

子宮・乳がん検診を平成 年４月１日
以降未受診の女性。子宮がん 歳以
上、 円 乳がん 歳以上、 円
大腸がん 歳以上、 円

申込順 人

大腸がん検診 来年１／ 午前 水道部庁舎 歳以上、 円 申込順 人

健康応援会
（相談員 医
師、栄養士、
保健師）

／
：

：

総合センター
無料 ※ ／ は薬剤師による薬の相
談あり 当日時間内に直接、会場へ／５ 保健センター

／９ 富田公民館
歯科健康診査 ／５ 保健センター 歳以上、無料 申込順 人 ／ から電話か直接、同課へ

健（検）診名 日程 時間 会場 対象・受診料 定員 予約方法など
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守守
りり
安安
全全
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右右側側路路側側帯帯はは走走行行禁禁止止

万万がが一一にに備備ええ

自自転転車車保保険険加加入入をを

ははににたたんんララッッピピンンググババスス運運行行市市
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事事
業業

市市
全全
域域
大大
防防
災災
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来来
年年
１１
月月

日日

にに
再再
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詳詳
しし
いい
訓訓
練練
内内
容容
はは
追追
っっ
てて
本本
紙紙
・・
市市
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ

でで
おお
知知
らら
せせ
しし
まま
すす
。。

問問
合合
先先

危危
機機
管管
理理
室室
（（

・・
７７
３３
１１
４４
））

市市のの手手続続ききやや制制度度、、催催ししななどどはは

午午前前８８時時 午午後後９９時時
（（年年中中無無休休））

おおかかけけ間間違違いいににごご注注意意くくだだささいい

文文化化のの日日記記念念式式典典をを開開
催催（（２２面面））

／／ ／／ 高高槻槻駅駅北北 今今城城塚塚古古墳墳前前

子
ど
も
た
ち
の
絵
が
車
体
彩
る

月上旬から

運行開始

宇
宙
を
走
っ
た
り
、
海
を
進

ん
だ
り
、
あ
っ
た
ら
い
い
な
、

こ
ん
な
バ
ス

子
ど
も
た
ち

の
絵
で
彩
ら
れ
た
６
台
の
バ
ス

が
、

月
上
旬
か
ら
来
年
３
月

下
旬
ま
で
市
内
を
走
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
営
バ
ス
が
開
業

周
年
を
記
念
し
て
市
内
小
学

生
か
ら
作
品
を
募
集
し
、
バ
ス

の
車
体
に
描
い
た
も
の
。
ぜ
ひ

自
由
な
発
想
で
描
か
れ
た
子
ど

も
た
ち
の
夢
と
一
緒
に
、
ご
乗

車
く
だ
さ
い
。

赤
大
路
小
学
校
で

月
１

日
、
関
西
大
学
の
学
生
が
講
師

を
務
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て

算
数
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
の
テ
ー
マ
は

割
合

。

数
字
が
書
か
れ
た
５
×
７
マ
ス

の
シ
ー
ト
を
並
べ
、
掛
け
算
と

割
り
算
を
行
い
な
が
ら
目
標
値

に
な
る
よ
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
す
。
授
業
を
受
け
た
６
年
生

の
児
童
ら
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ

て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な

が
ら
取
り
組
み
、

計
算
が
難

し
か
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
正
解
に
た
ど
り
つ
け
て

よ
か
っ
た

と
、
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。

市広報番組案内市広報番組案内

※放送は毎日９時・ 時 分・ 時・ 時 分から 分

ケーブルテレビ

情報情報
ワイドたかつきワイドたかつき

クローズアップ いつものまちかどに歴

史がいっぱい

高槻現代劇場公演情報 京フィルといっしょ

クリスマスコンサート

私達のコミュニティ 川西地区 高槻のまほ

ろば

ホット 高槻 ・エイズを正し
く理解しよう

クローズアップ いつものまちかどに歴

史がいっぱい

高槻現代劇場公演情報 京フィルといっしょ

クリスマスコンサート

私達のコミュニティ 川西地区 高槻のまほ

ろば

ホット 高槻 ・エイズを正し
く理解しよう

○ 月 日 日 放送○ 月 日 日 放送

○ 月 日 日 放送○ 月 日 日 放送

市マスコットキャラクター・はにたん

ロ
ボ
ッ
ト
使
い
算
数
学
ぶ

日

ま
で
開
催

高槻アート博覧会高槻アート博覧会
高
槻
ア
ー
ト
博
覧
会
が

月

日

ま
で
、

高
槻
駅
・

阪
急
高
槻
市
駅
周
辺
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

高
槻
セ
ン
タ
ー
街
の
巨
大
絵

画
の
ほ
か
、

高
槻
駅
の
北

側
歩
道
橋
に
は
横
断
幕
ア
ー
ト

を
展
示
。
ま
た
、

月

日

に
は
、
松
坂
屋
高
槻
店
の
東
側

通
路
で
似
顔
絵
や
チ
ョ
ー
ク
ア

ー
ト
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
阪
急
高
槻
市
駅
コ
ン
コ
ー

ス
な
ど
で
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
多
数
の
催
し

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
合
先

同
実
行
委
員
会
（
産

業
振
興
課
内

・
７
４
１

１
）

ホールでスタインウェイを弾こう

参加者を募集参加者を募集
日程 来年３月 日 ・ 日
の午前 時 午後７時
会場 中ホール ※鑑賞無料
対象・定員 小学４年生以上
約 組（多数抽選） ※初参加枠
あり
参加料 市民・友の会
円（市外の人 円） ※１組
１曲（ 分以内）。暗譜演奏。連弾可
申込方法 月２日 ７日

（土・必着）に往復はがきに、住所、
氏名・年齢（連弾の場合は２人
分）、電話番号、演奏曲 作曲者名
演奏時間、同コンサ ト参加回数、

高 槻 現 代 劇 場高 槻 現 代 劇 場
［市民会館・文化ホール］

チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

［市民会館・文化ホール］
チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

ピアノの午後（左欄）
鑑賞希望の有無を書い
て、同劇場（〒 ・
野見町２番 号）へ

高槻藩士で漢詩人の藤井竹外を顕彰。
月 日 午前９時 分開演
中ホール（全席自由） 先着 人 無料

曲目：ショパン／スケルツォ第２番、ガーシ
ュウィン／街のざわめき ほか
来年２月２日 午後２時開演
中ホール（全席指定）

円（小・中学生 円）
月 日 発売（電話予約は午後２時から）
※友の会先行発売・割り引きあり。未就学児
の入場はご遠慮ください

藤井竹外奉賛 全国吟詠大会藤井竹外奉賛 全国吟詠大会

ピアノがたどった道 バロック 現代音楽

白石光隆 ピアノの午後

総合センター１階ロビー
いたずらクラブ金箔作品展

月 日 日

ミング・阪急高槻２階
日本画清画会 高槻教室展

月 日 日

バーミリオン洋画展

月 日 日

クロスパル高槻７階
真彩会水彩画作品展

月 日 日

美術館高槻児童作品展

月 日 日

展示スケジュール展示スケジュール

桃園ギャラリー桃園ギャラリー

展示館けやき展示館けやき

交流ギャラリーはなみずき交流ギャラリーはなみずき

実実線線１１本本 実実線線とと破破線線

巨大絵画（高槻センター街）巨大絵画（高槻センター街）

【人口】 人（ ）【世帯数】 世帯（ ） ９月末現在（前月比）【人口】 人（ ）【世帯数】 世帯（ ） ９月末現在（前月比）


